
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校長室 だより 
平成２９年５月８日 

尼崎市立常陽中学校 

校長 小 谷 豪 郎  №３   
       

 朝６時に集合、ちょっと眠

いですが愛情弁当を持ってい

よいよ出発です。早朝より、

たくさんの先生方やご父兄に

見送りにきていただき、感謝

いたします。 

 

 

 伊丹空港を目指し、各クラ

スバスに乗車しました。 

気のせいか、みんな普段より

少々テンションが高いようで

元気いっぱいノリノリです。 

 

 

 初めて飛行機に乗る生徒が

たくさんいました。荷物検査

で水筒やペットボトルの中身

まで検査されるのに少々戸惑

っていると、ビーっと警報音

が鳴る者まで・・・ 

 

 いよいよ離陸です、みんな

興奮状態です、まるで遊園地

のジェットコースターに乗っ

ているように離陸の瞬間、な

ぜだか両手を挙げている生徒

もいました。 

 離陸直後、窓の外には伊丹市

の昆陽池公園が見えていました

が、あいにくすぐに雲の中に入

り常陽中学校はかすんで見えま

せんでした。 

 

 

 離陸後、飛行が安定すると朝

が早かったので爆睡状態の生徒

が続出、よく見ると福田先生も

速攻夢の中のようです。これは

到着後に供えての教師の心得？

でしょうか。 

 

 出発時は曇り空で現地沖縄も

曇り一時雨の予報でしたが、空

の旅も快適で沖縄に近づくと、

南国らしい美しい海と島のコン

トラストが美しく見えてきまし

た。 

 いよいよ那覇空港に到着です

ここでまたしても飛行機初心者

たちが、着陸の瞬間に安心した

のか感動したのか誰からともな

く大きな拍手がおこりました。 

 飛行機を降りる前にチーフパ

ーサーが挨拶にこられて、マナ

ーが良く礼儀正しい良い学校で

すねとお褒めの言葉をいただき

ました。私立の学校と思われて

いたようでした。 

 到着して皆の第一声は、暑い

の一言、バスのエアコンがとて

も心地よかったです。 

 平和祈念公園で昼食です。

とても広大な美しい公園です

が、ここが沖縄戦の最後の激

戦地だったとは思えないよう

な本当に美しいところです。 

 

 

 先生方も朝が早かったので

おなかがすいています、ここ

からの行程に備えてまずは、

腹ごしらえです。今回大活躍

の個性的な？担任たちです。 

 

 平和学習その１、平和の礎

の前で平和集会です、ご冥福

を祈り黙祷をし、平和への誓

いの言葉、そしてみんなで作

った「千羽鶴」をささげまし

た。式典後「千羽鶴」を平和

祈念資料館に持って入り飾っ

ていただきました。 

そして、班別に資料館内を

見学し沖縄の歴史、「沖縄戦

への過程」「鉄の暴風」「地

獄の戦場」「地元の方々の証

言」など沖縄戦の悲惨な状況

を学習し、改めて平和の尊さ

を実感できたのではないでし

ょうか。 

この美しい「摩文仁の丘」

から見える東シナ海に大量の

軍艦が押し寄せ砲弾や銃弾が

雨のように降り注いだなんて

想像ができません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平和学習その２、ガマ体験で

す、ガマとは戦時中に防空壕と

して利用した、沖縄という土地

柄で珊瑚礁の島に自然とできた

鍾乳洞の洞穴です。 

ガイドさんは、自分の家族を

沖縄戦で亡くされたことや、多

くの民間人が犠牲になったこと

そして、未だに遺骨が手元には

帰ってこないことなど貴重なお

話をしてくださいました。 

 

いよいよガマの中へ入って行

きます。 

立っては通れないような天井

の低いところがあったり奥には

地下水が川のように流れていま

した。当時はこれが飲料水にも

なり生活が長期化する中でやが

てはトイレ代わりにもなったと

いうことです。 

鍾乳石なので湿気があると足

元が滑ってとても歩きにくい上

明かりがなく普通に生活するの

も困難だろうと想像するのに、

戦争中はこのガマで３ヶ月もの

間生活をしていたなんて考えら

れませんでした。 

全員明かりを消してガイドさ

んからガマでの生活、戦時中の

出来事、集団自決、捕まって捕

虜にならないためにお互いに殺

しあったことなどを学び黙祷を

しご冥福をお祈りしました。 

 ガマ体験を終え、沖縄北部の

今帰仁村へ移動し夕方からわず

か一泊ですが、地元の方のお宅

で民泊体験をしました。 

 

各家庭で沖縄料理づくりを体

験したり手作りのサーターアン

ダーギーを作って食べたり、近

隣の観光地へ出かけたり様々な

体験をして翌日体育館へ集合し

ました。 

 

集合したときの様子は、写真

のような光景があちらこちらで

見られました、小さなお子さん

がいる家庭にお世話になった生

徒たちは、兄弟のようにすっか

り仲良しになり、別れを惜しん

でいました。 

市内のある中学校で、高校受

験が終わり、春休みに修学旅行

でお世話になった沖縄のご家庭

をおとづれた、という話を聞き

ました。今後、沖縄へ来るよう

なことがあれば、今帰仁村に立

ち寄って今回の体験を思い出し

てほしいと思います。 

 

受け入れ家庭を代表して挨拶

をしていただいたご家庭も子供

さんたちと仲良く、自作の尼崎

を紹介するすごろくなどで楽し

いひと時を過ごせたと大変喜ん

でおられました。 

 あいにく２日目の天候は、少

し時雨れていましたが、全員ウ

エットスーツを着用しで万全の

体制、その上さすが南国、水温

は真冬でも２０度を下回らない

ということで当日も水中のほう

が暖かかったです。 

  

 

ジェットスキーで沖まで引っ

張ってもらうドラゴンボートは

波が大きかったので迫力満点、

みんな大喜びで興奮気味でした

が、中に少し波が大きくて船酔

い状態になった生徒も数人いた

ようでした。 

途中で振り落とされて置いて

きぼりになるような生徒は誰も

いませんでした。 

 

 

「波と戯れる乙女たち」 

 

沖まで行くのが疲れたのか、

波打ち際で波に体を任せ楽しん

でいました。ウエットスーツ大

正解でした。 

 

砂浜遊びの恒例といえばこれ 

みんなに砂をかぶせられ動けな

くなっています。よく見ると、

米原先生が中心になってクラス

の生徒を埋めているようですね 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 水遊びは、大人も子供も大

好きです。福田先生もクラス

の生徒たちと波打ち際で楽し

んでいますが、ウエットスー

ツなしで若干寒そうですね？ 

 

 

「波と戯れる乙女たち２」 

 

雄大な東シナ海の水平線を眺

め、たそがれている女子生徒

たち「恋バナ」で盛り上がっ

ているのでしょうか？ 

 

  

こちらでは、各クラス男女

対抗でビーチバレーで盛り上

がっています。 

 

 

 

 生徒たちのビーチフラッグ

大会終了後、担任対抗ビーチ

フラッグ大会を行いました。 

 吉田先生にはハンディーを

あげ４人とも真剣勝負！ 

 

 

 

 勝負がついたかと思いきや

最後まで奪い合いが続く・・ 

勝ちにこだわる大人の執念を

生徒たちは学びました？ 

 ビーチの目の前のホテルで

入浴・夕食を済ませレクリエ

ーションタイムです。 

 担当生徒たち、太田先生が

がんばって準備を進めてくれ

ていました。 

 

 生徒たちのクイズ等も盛り

上がりましたが、やはり今回

は先生方の頑張りが人気集中

でした。バスの中で米原先生

と綿密な打ち合わせをしてい

た福田先生の一発芸です。 

 

 

 福田先生も結構受けました

が、レク係りの生徒たちはま

だまだ満足しません、何か物

足りない、何かあったはずだ

と・・・・ 

 

  

 レク係りからのご指名があ

りステージに上がったのは、

中富先生・・・・ 

きめのせりふは「３５億！」 

「ブルゾン中富」でした。 

 

 

 修学旅行実行委員の皆さん 

旅行の事前学習、しおり作成

各係りの仕事、全体のルール

作り、車中レクからホテルの

レクリエーションまでご苦労

様でした。 

 平和学習その３、今帰仁村か

ら首里城への途中に米軍嘉手納

基地の見学用展望台へよりまし

た。日曜で訓練はしていません

でしたが、戦車２両が乗る全長

８０M以上もある大型輸送機が

滑走路の端に止まっていました

遠くから見ていましたが８０M

というと、常陽中の運動場にぎ

りぎり入るかどうか、という大

きさです。展望台から見ても端

から端まで見渡せません。基地

の町を実感しました。 

 

 いよいよ首里城です、まずは

守礼門から入場して行きます。 

周囲は、中国語、韓国語、タガ

ログ語・・・外国人の方がとて

もたくさんこられていました。 

 

 

 高台からは、遠くに東シナ海

の水平線が見えます。 

天候に恵まれたのは良いのです

が、尼崎とは違い日中は２５℃

の夏日です。熱中症対策にこま

めな水分補給が必要です。 

 

 

 首里城正殿の御庭です。あい

にく工事中で写真写りが今一だ

ったかも知れませんが、クラス

写真を撮り終わったところから

いよいよ、班別自由散策の開始

です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現地沖縄でしか体験できないことや、地元の方の生の声を聞

きすばらしい平和学習になったと思います。これからも様々な

体験から「感動・感激」を味わって一回り大きく成長し、大人

へ一歩ずつ近づいて行ってください。１・２年生の皆さんは、

機会があれば先輩方から貴重な体験を聞いて「感動・感激」を

共有できたら最高ですね。人の話からも「感動・感激」を感じ

取れる、そんな感性を養ってください。 

 ゆいレールに乗って牧志駅

まで行きそこから国際通りを

散策してお土産と昼食ですが

その前に塩アイスクリームに

群がる生徒たち、暑かったか

らね。 

 

 早速、お土産物を求めてお

店の中へ、一番に試食コーナ

ーに向かう生徒たち、おなか

がすいているのか結構ちゃっ

かりしているのか・・・ 

 

 

 

 一生懸命買い物に熱中する

友達を眺めながらお土産をい

っぱい抱えて休憩する生徒。 

 お昼ごはんはもう食べたの

でしょうか？ 

 

 緊急時対応に指定していた

本部に到着してくつろぐ生徒

当日は沖縄国際映画祭があり

国際通りにレッドカーペット

が敷かれ芸能人がたくさん出

場しそれを見物する人出がす

ごく皆疲れたようです。 

 

 ４月とは思えない日差しに

紫外線に弱い生徒たちは、日

焼け止めだけでは対応しきれ

ずに日よけの帽子や日傘で対

応していました。 

 さすがに沖縄といえば魔よけ

のシーサーが街のあちらこちら

にありました。 

 個人住宅には入り口の門柱か

屋根に必ず飾られていました。 

 

 

 いよいよ那覇空港に集合し、

岐路への準備です。１班が道に

迷い交番所から金子先生に緊急

連絡を入れてきました。集合時

間を少し遅れましたが無事に帰

ってきました。 

 

 みんな元気に３日間活動して

きましたが、初めての飛行機で

緊張したり、平和学習で入った

ガマ体験で疲れたり、知らない

人のおうちに泊まって緊張した

り、マリンスポーツで友達とは

しゃいだり、国際通りのすごい

人ごみと、真夏のような暑さで

疲れたのか、集合しているとき

にたくさんのお土産を抱え気持

ちはすでにお家の方々へ移って

いるのか、うつらうつらお昼ね

状態の生徒がちらほら見受けら

れました。 

  

帰りは荷物が多くなったので機

内持ち込みはお土産だけで、後

は預けたので持ち物検査で引っ

かかることもなくスムーズに搭

乗準備ができました。 

 さすがに基地の町、米軍基地

だけでなく、那覇空港は陸・海

・空の自衛隊と共用の飛行場で

私たちの飛行機が滑走路を走り

出した横に自衛隊機がたくさん

止まっていましたし、搭乗を待

っている間にも自衛隊のP3C哨

戒機やヘリコプターなどが離陸

して行きました。 

 沖縄の美しい海ともこれでお

別れです。 

 

 

 生徒たちは行きとは違い飛行

機にも慣れたのか、ヘッドフォ

ンで音楽を聴いて余裕の様子で

すが、伊丹空港に着陸する前に

大きなビル群のすぐそばを着陸

態勢で降りて行くときには、少

々緊張していたようです。 

 

 

 大阪湾から鳴門大橋の向こう

に美しい夕日が沈んで行くのを

見ながら無事伊丹空港に到着し

ました 


